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はじめに

「�重」って�葉に�されるな。

よ�お待ちかね�

湯�助だ。

あんた、知ってるか� 成功したやつらの共�点を。
それは、�みを�らう�度が異常に�いってことだ。

そう、成功者は �みを�けない。
むしろ、積�的に�みを�りに⾏く。

なぜか�
👉 その�みが、�の「�ち」への��ルートだからだ。

でもな、�の中のほとんどの�は�う。
「失敗したくない」「損したくない」「�されたくない」
そう�って、��な場�から眺めているだけだ。

そして気づくんだ。
「あれ� �、何も得てなくね�」

2



“いつか”なんて⽇は来ねえ。

「もうちょっと�えてから…」
「もう�し��ができたら…」

そうやって⽌まってるヤツ。
そういうヤツに�って、“その時”が来た�しがねえ。

だから�う。
これを�せば、またグズグズして、何も�わらねえまま�わ
る。�ぶのは�だ。

�すぐやるべきこと。

�みを�けてたら、何も得られない。
だが、�みを�らって��を�った�は、⼀気に前に�む。

「�重」と�い�しながら、立ち⽌まるか�
それとも、�物の成�を⼿に�れるか�

このPDFを�め。
お前の中の「�重」という呪いを、�すぐ破�しろ。
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フェーズ１

�みの����ダッシュ�チャンス前の
ジレンマを�らえ

「�されるのが怖い…」
「�当に�かるのか…�」
「失敗したらどうしよう…」

こういう疑問を持った時点で、すでに"チャンス"はお前の
⽬の前にある。
なぜなら、�間は"どうでもいいこと"には�まない。

チャンスの前で動けないやつがいる。
その理由は単�だ。

👉「�み」を�けようとするからだ。

だが、成功するやつは「�み」を�けない。
むしろ、�みを�らうことを前提に動く。
それが「����ダッシュ」だ。
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🃏「�み」を�れるやつは⼀⽣負け⽝

�者と敗者を�けるのは、"情�の�"じゃない。
"�"でもない。
ただ⼀つ、「�みを��できるか�」だ。

🔹だまされるのが怖くて⾏動しない
🔹�駄金を使いたくなくて時間を失う
🔹100%��が持てるまで踏み�せない

こんなやつらは⼀⽣、「�重にしていたつもりで何も得ら
れなかった」という地�に落ちる。

�に、�みを受け�れて�むやつは、�攻で��を�い、
チャンスを刈り�る。
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🦍�みを��するほど「�されるコス
ト」が下がる

「でも�されたら損するじゃん�」
こう思うやつがいる。
だが、よく�えろ。

��に⼩さく�されておけば、その�は簡単に�されなく
なる。
つまり、�みの��が「��耐性」を⽣む。

✔��に10万円で気づくやつ→���する
✔��に1000万円で気づくやつ→もう立て�せない

どっちがいい�
�されるなら、�く�ませろ。
「�されてもいい�」で�っ�んで、さっさと��を�
え。
�みを�由せずに"��に�つ"なんて�えるな。
そんなやつは⼀⽣、��な場�から成功者を眺めるだけ
だ。
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🔥�みの����ダッシュとは何か�
「ダッシュ」とは、スタートダッシュのことだ。
�い�ほど、失うものがデカい。
だから、����は�攻でやるべきなんだ。

🟥フェーズ1�⼩さく�みを受ける
👉��や�しの�界を知れ
👉失敗のコストを�くしろ

🟧フェーズ2��みを�り�す
👉失敗の回�だけ、知識と��が�える
👉その�果、�⼒が��度的に�びる

🟩フェーズ3��みを�い物にする
👉「��の失敗��」が価�になる
👉�される側から、�す�らを��する側へ

これが、"チャンスの前のジレンマ"を�らうってことだ。
�えすぎて動かないやつは、このプロセスに�る前に"�
了"する。
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📌�論��ちたきゃ、�みを�べ

「�は�されるのが怖い…」
「リスクを�りたくない…」

そう思った�間、成�のチャンスは消えてる。
だからこそ、"�み"を����して、⼀�で�け抜けるん
だ。

成功とは、�ばれた�間のものじゃない。
それは、"�みを�んだ"�間のものだ。

�みを�けて凡�のままか�
それとも、�みを�らって�き抜けるか�
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フェーズ2

�みの����ダッシュ��理性×��

なぜ「�みの����ダッシュ」が成功を��させるの
か�
それを�の��・洞�・研�とリアルビジネス��を�み
�わせて�き�かす。

📖湯�助流�成功とは「�理的リスクの
���択」

ユノスケ・ビジネス研��によると、
成功者の�思決�には「アジャイル・リスクテイキング
（��なリスク�択）」が共�している。

🔹成功者の⾏動パターン
� 情���は�⼩�にして、とにかく⾏動する
� ⼩さなリスクで�早く��を積む
� ��を元に、�の⾏動の成功�率を上げる

これを「エクスペリエンシャル・ラーニング（����）」
と呼ぶ。
「成功したいなら、まず⼩さく失敗しろ」という�え�
だ。 9



👉エリート���たちも、まずは��で�場に�り、
��の動きから�ぶ
👉�業�も、��は�コストでビジネスをテストする

�に、「100%��に成功する��」を�し�ける�は永�
に成功できない。
なぜなら、そいつらは"����"を⾃ら�否しているから
だ。
つまり、「�みの����ダッシュ」は、成功メソッドそ
のものなんだ。
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💰ビジネスは「スピードと�理戦」

成功を左右するのは「�思決�のスピード」だ。

🔹�場は「動く者」と「動かない者」の⼆��が�む1.

🔹動いた者だけが「�⾏回�」を�やし、��し�け
る

2.

🔹�重すぎる�は「⾏動できないまま�わる」3.

例えば、FXの�界では「�重になりすぎて⼀⽣エントリー
できないトレーダー」と、「��の失敗を��してガンガ
ントレードするトレーダー」がいる。
どっちが���を積み、早く成功するかは�を⾒るよりも
�らかだ。

「成功は知識ではなく、�⾏回�で決まる」

🟥失敗する回�が�ない=��する��が�ない=成功しな
い
🟩失敗する回�が�い=��する��が�い=成功�率が上
がる

このシンプルな�則に気づいた者だけが、��で�き抜け
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🎯「�みの����ダッシュ」の���
�

では、��に落とし�むための�体的なアクションプラン
を⽰そうじゃねえかい。

STEP1�リスクを�⼩�する
�期��は「��コスト」として�り切れる範囲にす
る（例えば���金）
�されたときの��を「⾃⼰�正可�な範囲」にする

STEP2���的に⼩さな失敗を積む
わざと⼩さい�みを��する（例���で�して�場
の��を�ぶ、E-BOOKや�材を買って�ぶ）
失敗したら「なぜそうなったか�」を��し、�回に
活かす

STEP3�成功�率が�い⾏動にシフトする
��を元に戦略を�正し、精度を�める
⼩さなリスクでの�⾏を�り�し、���を⾒つける
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📌まとめ�成功の�式は「�早く⼩さく
�む」こと

✔成功者は、まず⼩さな�みを��し、��から�ぶ1.

✔�重すぎる�は、����を⾃ら�て、成�しない2.

✔早く動き、早く�ぶ者が、�場を制する3.

チャンスの前で�んでいる暇はない。
成功の�則は、「�みを受け�れ、��をダッシュで�い
に⾏くこと」だ。

さて、あんたはどうする�
リスクを�れて��するか�
それとも、�みを�らって先に�むか�
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成功を掴むための��の�び�
�はこう�うだろう。「早く⾏動して失敗したらどうする
んだ�」と。

この��において�も重�なのは、「�みの��」だ。
�み -それは�かに怖いものだよな。

だがな、成功を得るために�けて�るわけにはいかないん
だ。

この�界での⽣��は、�局のところ「いかに�早く�み
を��し、�び、軌��正をして�に�むか」にかかって
いる。

「すこしの�り傷くらいならいい、⼿を�っ�んで、さっ
さと動いた�がいい」��にこそ、�理が�っている。

挑戦してこそ�びがあり、その�びが�のチャンスを�き
�せる。
そしてその�みこそ、�も価�ある��となる。
�は必ずしも�者でなくとも、成�していく。だが、�む
ことをやめた者は、そこで⽌まる。
わかるよな�
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�の前でだけは、“�される覚悟”なんていらね
ぇ。

�の中には�るほどの��まがいの�が�がってる。
あんたもそんなクソみたいな�に、うんざりしてるんだ
ろ�

「“��”って�前の授業料を�え」だの、
「�されたつもりで買ってみて」だの。

ここは、どこに地雷があるかもわかんねぇような場�じゃ
ねぇ。
そういう�っぽい�け�とは�うんだよ。

ここまで�めばわかるだろ�
なぜなら、�が売ってるのは “�物” だからだ。
�は”動くヤツ”にチャンスを�す。

ここで決めるのは、
「このまま何もしねぇで�宅するか�」
それとも
「�、��に掴めるモンを⼿に�れて�⽣を�えるか�」
それだけよ。
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【��】

�書の⼀�あるいは��を��で����・��するこ
とは、�律で�められた場�を�き、著作����で
す。このPDFは保�されている著作物です。また利⽤者
����によるコピー・スキャン・デジタル�も、いか
なる場�でも⼀切�められませんのでご��ください。

さあ、こっち側にきて、⼀�に�ごうぜ。


